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（曽根） 
最後に閉会のあいさつといたしまして、国

総研の環境研究部長の福田から最後のあいさ

つを申し上げますのでよろしくお願いします。 
 
（福田） 
国土技術政策総合研究所の環境研究部長を

しております福田でございます。本日はお忙

しい中を多数お集まりいただきまして、あり

がとうございました。 
フランスの Courtemanche 氏には１％制

度の話、イタリアの Ugo 先生にはオルチャ渓

谷の文化歴史を踏まえた計画の話、ドイツの

Tielebörger さんには住民主導の休暇街道の

お話をしていただきました。大変ありがとう

ございました。この中でいろいろ制度、予算、

地域の参加などいろいろお話をいただいたわ

けですが、地域の住民、団体の積極的な活動

というのが非常に重要だということが改めて

わかったところです。今、日本でも住民参加

ということについてはかなり苦労していると

ころもございますので、若干長い質問をした

りして大変恐縮でしたが、大変勉強になりま

した。 
 話は変わりますけれども、日本では先週の

金曜日に安倍総理大臣が施政方針演説の中で

内閣が目指すこれからの日本の姿という中に、

「美しい国、日本」というのを非常に強調し

ているところであります。今年を美しい国づ

くり元年ということにしようと言っておりま

して、国土交通省では 3 年前に景観法という

のをつくりまして、その中で景観のいい国づ

くりをしていこうということを言っていたわ

けですけれども、それが日本全体になってき

たということです。 

 ただ、振り返ってみますと 130 年ぐらい前

に、イギリス人の女性の旅行家イザベラ・バ

ードとか、ほかの外交官などがたくさん来た

ときに、日本は非常に美しい国だというのを

いろんなところで書いてあります。130 年前

に美しかった国が近代化の中でどうなってき

たのかということを我々は考えなければいけ

ないわけですけれども、そういう中でこの美

しい国づくり元年の 1 月にこういうセミナー

が設けられたということは、非常に意味のあ

る、また非常にタイムリーなことだったと、

若干自画自賛になりますが、そう思っている

ところです。 
 本当に今日はいろいろ勉強になりまして、

これから皆さんと一緒にまた美しい国づくり、

いい道づくり、いい地域づくりをやっていき

たいと考えております。よろしくお願いした

いと思います。改めましてお三方にお礼を申

し上げまして、閉会のごあいさつとさせてい

ただきます。どうもありがとうございました。 
（拍手） 
 
（曽根） 
それではこれで終わりにしたいと思います。

それではこれをもちまして「欧州の風景と地

域づくりセミナー」を閉会したいと思います。

最後にもう一度、今日発表していただいた方

に拍手をお願いします。それでは閉会いたし

ます、どうもありがとうございました。 
（拍手） 
 

○閉会あいさつ 



 

 


